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＜連絡事項＞
・Ｂステーション内のレイアウトを変更しています。左端のデスクは必要時以外は学生さんが使用することとします。

・再来週より東診察室の工事が開始となります。来週から順次、診療機材やパソコン、電話の移動を行っていきます。機材については、臨時でクリスタルルームに保管することとなります。

＜入室状況＞
【入院】
・様～東病棟Bユニット1号室に医療保護入院となる。

【転入】
・冨田　幸生様～北病棟401号室→東病棟Bユニット3号室

【転出】
・春山　知範様～東病棟Bユニット3号室→北病棟402号室
・沖田　千賀様～東病棟Cユニット6号室→南病棟Aユニット118号室
・芦村　ちゑ様～東病棟Cユニット5号室→南病棟Cユニット206号室
・坂下　榮蔵様～東病棟Cユニット4号室→南病棟Cユニット208号室

＜患者様連絡事項＞
・田村　俊宏様～主治医面談は7/4（木）　14：00内科診察室にて予定。

・浅沼　佑香様～腹痛や嘔気が続いている。排便は-2日目。主治医診察にて、グリセリン浣腸指示あり施行する。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。開放中、他室入室や他患の私物弄り見られ、早めに開放観察終了とする。不潔行為、奇異行為なし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

[bookmark: _Hlk169887910]・袴田　将志様～終日隔離中。午前、午後二時間ずつの開放観察実施。妄想言動聞かれるが不穏さなし。過度な飲水要求も聞かれない。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・浅沼　佑香様～終日身体拘束中。村上Dｒ指示にてGE60ml　2個実施。軟便多量に排便あり。嘔気の訴えあるも嘔吐はなし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。									
＜柞木田Dr.診察情報＞
・風張　久美子様～処方変更なし。バルプロ酸血中濃度がやや高値だったが次回の採血までこのまま経過観察の指示あり。

・和田　昌様～ラツーダ中止（除剤済み）、アリピプラゾール追加、ラモトリギン増量の指示受ける。

・滝田　英人様～処方変更なし。エンシュア1缶/日で継続指示あり。

・冨田　義明様～診察時口腔内の疼痛の訴えあり。口腔内ジェル本人へお渡しする。また水分摂取強化の指示あり。メコバラミン錠追加処方となる。

・赤坂　順市様～嗜好品については無糖の物のみと再度柞木田Drより本人へ説明あり。血圧値の観察指示あり。

・市沢　貞子様～膝痛訴えあり、湿布処方となる。
・宮本　久美子様～処方変更なし。

＜小栁Dr.診察情報＞
・伊藤　宏一様～痛風既往あり、右第一趾軽度の疼痛あるとのこと。疼痛時の継続指示追加し、ロキソプロフェンNa処方となる。

・泉山　せつ様～状態安定してきており、退院に向けた支援を行っていく。持参薬7/2より当院へ切替処方。

・野村　泰秀様～グラマリール５０ｍｇ→１００ｍｇへ増量し臨時薬７日分処方。

[bookmark: _GoBack]＜入院患者様情報＞
　日　　時：令和6年6月26日　14：06
　氏　　名：水梨　心優（みずなし　みゆう）様
　生年月日：平成17年10月24日（18歳）
　病　　名：注意欠陥多動性障害
　性　　別：女性
　主 治 医：田名部Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bユニット

　＜経過＞
　令和元年より腹痛・下痢を訴える事が多く、同年11月にすわクリニック受診。身体的異常は無く幼少期より情緒的不安定さ、不注意なミスが多いことから令和2年3月、ADHDと診断。その後不眠、不安症などの症状みられ抗不安薬服用もしていた。R3.春に中央高校入学しアルバイトを開始。開始後より頼まれると断れず疲労が続き頭痛症状出現。R4年には授業時間が長くなったことも影響しているのか体調不良や情緒不安定さ目立つようにあり同院では症状が改善されないことから当院へ専門治療希望されR4.7.1当院初診。R5.10月よりデイケア（青陽館）利用開始。パニック症状や不安憎悪などの症状はあるがアトモキセチンとコンサータ併用しながら服薬治療継続していた。R6.6.16全身違和感が生じ左身体の痺れや麻痺を感じ救急車で市民病院へ搬送。検査上は特に異常の指摘はなくそのまま帰宅している。その後は普通に生活すること出来ているが、コンサータ副作用も考えコンサータ減量している。また、母様が父様からの手紙を主治医へ持参され、自宅での本人への対応に苦慮し母様（当院柞木田Dr主治医）も入院を勧められている程の不安症状が憎悪し自宅で本人様を看ることが難しい状態であると話され、短期間の入院を希望され、薬物調整や検査目的にて、東病棟Bユニットへ任意入院となる。
【緊急時】搬送希望
【洗濯】家族洗濯
【他科受診】なし
【退院先】自宅
